
アジア政経学会 

平成 21 年度（2009 年度）事業概要報告書 

 
 

（１）平成 21 年度理事会の開催 

①理事会の開催 第１回 4 月 4 日、第 2 回 5 月 23 日、第 3 回 7 月 4 日、第 4 回  

9 月 5 日、第 5 回 10 月 10 日、第６回 12 月 5 日、にそれぞれ開催した。 

 

（２）大会、研究会の開催 

①東日本大会（5 月 23 日 主催校は拓殖大学） 

 ＊共通論題 1「世界金融危機とアジア」（報告者 3 名、コメンテーター2 名） 

 ＊共通論題 2「アジアの安全保障」（報告者 5 名） 

 ＊分科会 1「中国の経営と経済」（報告者 3 名） 

 ＊分科会 2「中国の歴史と社会」（報告者 3 名） 

 ＊分科会 3「南・西アジアの政治と外交」（報告者 3 名） 

 ＊分科会 4「ＡＳＥＡＮ共同体をめぐって」（報告者 3 名） 

②西日本大会（6 月 27 日 主催校は名古屋大学） 

 ＊共通論題「世界通貨危機とアジア」（講演者 1 名、報告者 3 名） 

 ＊特別講演：Tang Min（国務院発展中心） 

＊分科会１「中国の社会」（報告者 4 名） 

＊分科会２「地域社会・地域主義」（報告者 3 名） 

＊分科会 3「所得不平等の国際比較」（報告者 4 名、英語によるセッション） 

＊分科会 4「国際化のアジア」（報告者 3 名） 

＊分科会 5「東アジアの地域協力」（報告者 3 名） 

＊分科会 6「アジアにおける所得格差」（報告者 3 名） 

③全国大会（10 月 10 日・11 日 主催校は法政大学） 

 ＊共通論題 「グローバル時代の感染症とアジア」（報告者 3 名、討論者 2 名） 

 ＊特別分科会 1「中越関係の現状と展望〜二回廊一経済圏を中心にして」（報告者 3 名） 

 ＊特別分科会 2「2009 年インド総選挙：『世界最大の民主主義』の行方」（報告者 3 名、

討論者 2 名） 

 ＊特別分科会 3「日中関係のプロセスとメカニズム―1980 年代から」（報告者 3 名、討論

者 1 名） 

 ＊特別分科会 4「中国における政治参加――農村と人権」（報告者 3 名、討論者 2 名） 

 ＊国際セッション「中国共産党の再評価；深まる闇、あるいは新たな曙光？Reassessing 

CCP: Deepening dusk or breaking dawn?」（報告者 4 名、討論者１名） 

 ＊自由論題１「アジアの農村開発」（報告者 3 名） 
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 ＊自由論題２「GMS の分業と統合」（報告者 2 名） 

 ＊自由論題３「アジアの企業経営戦略」（報告者 3 名） 

 ＊自由論題４「中国経済分析：地域所得二極化と FDI 立地条件」（報告者 2 名） 

 ＊自由論題５「中国における都市民衆運動：ボイコットから維権まで」（報告者 3 名） 

 ＊自由論題 6「アジアの社会階層」（報告者 4 名） 

 ＊自由論題 7「アジアの政治選択」（報告者 2 名） 

 ＊自由論題 8「中国近現代史：指導権の掌握、確立、失脚」（報告者 3 名） 

 ＊自由論題 9「ヒトと民族：吉林省ケース」（報告者 2 名） 

 ＊自由論題 10「国際協力：日本とアジア」（報告者 3 名） 

 ＊自由論題 11「台湾：危機と発展」（報告者 3 名） 

 ＊自由論題 12「アジア地域の課題：開放・ネットワーク・秩序」（報告者 3 名） 

 ＊第 7 回アジア政経学会優秀論文賞を平野悠一郎会員に授与した。 

■なお、各大会の内容は学会ニュースレターで詳しく紹介されており、学会ホームページ

（http://www.jaas.or.jp）に掲載されている。 

 

（３）『アジア研究』刊行 

＊『アジア研究』第 55 巻第 2 号 平成 21 年 4 月刊行。 

＊『アジア研究』第 55 巻第 3 号 平成 21 年 7 月刊行。 

＊『アジア研究』第 55 巻第 4 号 平成 21 年 10 月刊行。 

 

（４）国際交流の推進 

＊全国大会で英語・日本語による国際シンポジウム「中国共産党の再評価；深まる闇、あ

るいは新たな曙光？Reassessing CCP: Deepening dusk or breaking dawn?」を開催し、海

外から報告者を招聘した。 

 

（５）ニュースレターとホームページの充実 

＊ニュースレターの充実に努め、研究大会報告の内容をいっそう豊富にした。 

＊研究大会の自由論題の論文提出が義務つけられたのに伴い、すべての論文を学会のホー

ムページに事前掲載した。また論文要旨は、大会終了後も一定期間、ホームページで閲覧

可能な状態とした。 

 

（６）会員数 

＊2009 年 10 月末現在、会員数は 1,287 名である。所属先、研究対象国、研究テーマの詳

細はホームページに掲載した。 

 

以上 
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